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1 ．研究 の背崇

（1｝調 査 地の 現 況

　 タイ 王 墜の ア ユ タ ヤ は長い 歴史を有す る古都で あ り、　
H

仏教趨産 と 専院が 多数 存在する、歴史的 に稀有な 地域で

ある。羆 際蓮合教青科 学文 化機 関 ｛UNESC ◎ ） は

199三隼 にア ユ タヤ を憶界遺藤登 録 し、撲 界中か ら多 くの

観光客が 豪地を訪れてい る。
　 こ の 地 が か つ て 栄華を誇 っ た の は、海 洋 と由地の あい

だ に位置 し、水遘窰に恵まれ 、．弛鬮との 交易に有利 で あ る

と い う地 の 利 に 藷つ い て い る。
　ア ユ タ ヤ と は規在の チ ャ オプ ラヤ 川 とそ の 支流に 囲ま

れ た 中朔 内お よび周辺 塘域を指してい る e 沿ノliに は か つ

て の 仏教施設 な どが 多数僚置 して い るが 、周辺 地域は た

び た び浸水 被 害 を受け て きた 。

　 ま た 中粥 内お よび周辺 地域で は 土地 利罵 規綱 ・鋼限が

定められ て い る もの の 、限 られた 庶地 に 商店や 昆家が環

れ て い る。無 堤 地 区 も多 く、し た が っ て 水 害へ の 備 えが

必須と思われ る が、現状で は万全な備えとは髷い がたい。

（2）本調査の 日的

　近年 に 限 っ て も、19   年 、1995　4 、そ して 20◎6 年 に

穴 規 模な 木 害 が琵 盤 した とい う経 緯 か ら具る に 、 水害常

襲堀域 と し て 備 え る べ き こ とや もの が欠 如 し て い るの で

は ない か と考 え られ る。 そ の 理 由の
一

つ と して、水 審 と

い うリス ク に 対 す る認 識 が少 な く L 安全 の た めの 段資が

で きない とい うモ ラル ハ ザードが挙 げられ る。

　
一

方で 当地 は 有数の 観光地で あ り、諸外国か ら訪れ る

観光客は安全構報 に 敏感で ある と考えられ るe

　今 後、周辺 地域で ます ます増 して い く観光関連商店や

侮 残 の 水 辺 へ の 接 近 とい う要 因 と．地 球温 畷化 の 影響 で

チ ャ オ プ ラヤ 上 流地 域で の 降水量の 増加 に よる饗因とか

ら、多癸 す る恐 れ の ある水害とい うリス ク に 鮒 し、住民

と観尭客がそ れぞれどの よ うに 理 解 し、どの ように 行動

す るべ き と考え てい るの か．実際の 声 を 罫旅行 費用 法」

　 （Travel　CoSt　Medlod） に 基づ くア ン ケートお よびイ ン タ
．
ビ ュ

ー
よっ て尋ね、得 られたデ

ー
タを主要因分栃 した。

2 、諤資の概要

　 ア ン ケv−・トは 2GO8年 9 月 20 日 に、著名 な寄 院で あ る

Wat 　Ph：a　sri　Sanphet を 中心とする保護地 匿内で外国入 観

光客 30人．タイ 入観光客 鉛 人に 対 して行い
、 さ らに詳

細な内容を補墨す る た め、健頭 で 聞き取 りを行っ た。
　 地晃 住 民 に 対 して は 、一

対 比 較 と するた め 、同 じ様武

の 質 問 袤 に よ っ て 聞 き取 り調 査 を行 っ た。調 査 対 象住民

は 中弼内の 各地絞か ら平準的なサン プ リン グ となる よ う

醗 慮 し、40 人 に対 して調 査を行 っ た。

3 ．分析結果
　旅行費用法に 基づ き、 ll 人 ・1 日 あた りの 消費金

額 」　 嚇 調 圃数 」　 「鶏 問人数 」　 「旅 行 にか か わ る BtWl
とい う四 っ の 変数か らア ユ タヤの レ ク y エ

ー
シ e ン 無格

を求 めた 。
こ の 作業 に より、水 書 か ら守 るべ き古都ア za

タヤ の 衝殖を明示す る。
　なお 詳 細な分析結果は パ ネル 斃 表時 に 譲る こ と とする。
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